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若

い
世
代
も
安
一器
ｉな
全
世
代
型

ヘ

現
在
、
少
子

・
高
齢
化
時
代
に
お
け
る

「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の
あ
り
方
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（）

昨
年
９
月
に
は
安
倍
首
相
を
議
長
と
す

る
第
１
回
目
の

「全
世
代
型
社
会
保
障
検

討
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
近
い
将
来
、
高

齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
中
に
あ

っ

て
も
、
持
続
可
能
な
年
金
、
医
療
、
介
護

の
制
度
の
構
築
に
向
け
た
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
給
付
費
は

「団
塊
の
世
代
」

が
７５
歳
以
上
に
な
り
始
め
る
２
０
２
２
年

か
ら
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
で
増
加
が

加
速
し
、
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
の
給
付
費
は
約
１
２
１

兆
円

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２．
．
５
％
）
で
す
が
、

「
団
塊
の
世
代
」
が
全
員
７５
歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
度
に
は
約
１
４
１
兆
円

（同
２．

．
８
％
）
と
な
り
、
さ
ら
に
６５
歳

以
上
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０

年
度
に
は
約
１
９
０
兆
円

（同
２４
・
０
％
）

程
度
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
①

こ
の
た
め
、
同
検
討
会
議
で
は
、
２
０

２
２
年
以
降
を
見
据
え
、
意
欲
あ
る
高
齢

者
が
納
税
、
社
会
保
険
料
負
担
で
社
会
保

障
の
支
え
手
と
な
る
よ
う
、
７０
歳
ま
で
働

け
る
制
度
や
そ
の
環
境
整
備
を
検
討
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
制
度
で
は

受
給
開
始
年
齢
の
選
択
肢
を
７０
歳
超

へ
と

拡
大
さ
せ
る
ほ
か
、
短
時
間
労
働
者
の
厚

生
年
金
加
入
対
象
者
の
拡
大
な
ど
が
進
め

ら
れ
そ
う
で
す
。

医
療

・
介
護
の
分
野
で
も
（
後
期
高
齢

者
の
窓
日
負
担
増
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
増
な
ど
が
検
討
の
俎
上
に
あ
が

な
い
限
り
、
財
政
を
維
持
で
き
な
い
と
の

見
方
も
あ
る
な
か
、
若
い
世
代
も
安
心
で

き
る
実
効
性
の
あ
る
社
会
保
障
の
将
来
像

を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
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複雑化する時間外労働の上限規制

鋼
科
語
得
す
る

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
は
、
働
き

方
改
革
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、

今
回
の
労
基
法
の
最
も
重
要
な
改
正
点

と
い
え
ま
す
。
使
用
者
が
法
定
労
働
時

間

（原
則
、
週
４０
時
間
、
１
日
８
時
間
）

を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
合
、
同
法
３２

条
違
反
と
し
て
処
罰
の
対
象
に
な
り
得

ま
す
が
、
労
働
者
代
表
と
時
間
外

・
休

日
労
働
協
定

（三
六
協
定
）
を
締
結
し
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
れ
ば
、

そ
の
協
定
で
定
め
た
範
囲
内
で
延
長
し

て
労
働
さ
せ
て
も
法
違
反
に
問
わ
れ
な
い

の
は
周
知
の
と
お
り
で
す
⑤

今
回
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
は
、

二
六
協
定
に
よ
っ
て
延
長
で
き
る
労
働

時
間
の
上
限
を
罰
則
付
き
の
法
律
で
規

働
さ
方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
中
小
企
業

に
も
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
新
た
な
上
限
規
制
で
は
、
原
則

的
な
時
間
外
労
働
時
間
数
、
特
別
条
項
を

付
記
し
た
場
合
の
時
間
外

・
休
国
労
働
時

間
数
の
上
限
に
加
え
、
実
労
働
時
間
数
に

か
か
る
絶
対
的
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
る

な
ど
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

制
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
三
六
協

定
で
定
め
る
延
長
で
き
る
労
働
時
間
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
告
示

（限

事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
告
示
で
定
め

ら
れ
た
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

る
こ
と
を
特
別
条
項
と
し
て
三
六
協
定

に
付
記
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
制
限
な
く
時
間
外
労
働
を
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
で
は
、
労
基
法
３６
条
３
項

・

４
項
に
お
い
三
二
ハ
協
定
で
の
時
間
外

労
働
の
限
度
時
間
と
し
て
、
１
カ
月
４５

時
間

（対
象
期
間
３
カ
月
を
超
え
る
１

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
の
場
合
は

４２
時
間
）、
１
年
３
６
０
時
間

（同
３

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
で

き
め
細
か
な
時
間
管
理
を

度
基
準
告
示
）
に
よ
っ
て
期
間
ご
と

（例
え
ば
、
１
カ
月
４５
時
間
、
１
年
３

６
０
時
間
な
ど
）
に
限
度
時
間
が
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
限
度
基
準

告
示
の
違
反
に
つ
い
て
は
行
政
指
導
に

と
ど
ま
り
、
履
行
の
強
制
力
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
臨
時
的
な
特
別
の

２
０
時
間
）
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
条
項
を
付
記
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
時
間
外
労
働
十
休
日
労
働
で
月

１
０
０
時
間
未
満
、
時
間
外
労
働
で
年

７
２
０
時
間
、
限
度
時
間
を
上
同
る
月

数
は
年
６
カ
月
ま
で

（労
基
法
３６
条
５

項
）
と
、
い
ず
れ
も
罰
則

（６
カ
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
３０
万
円
以
下
の
罰
金
）

付
き
で
法
定
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
の
労
基
法
改
正
で
は
、

実
労
働
時
間
数
の
絶
対
的
上
限
と
し
て
、

①
ｌ
力
月
に
お
け
る
時
間
外
労
働
時
間

数
十
休
日
労
働
時
間
数
の
合
計
が
１
０

０
時
間
未
満
で
あ
る
こ
と
、
②
対
象
期

間
の
初
日
か
ら
１
カ
月
ご
と
に
区
分
し

た
各
期
間
の
直
前
の
１
カ
月
、
２
カ
月
、

３
カ
月
、
４
カ
月
お
よ
び
５
カ
月
の
期

間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
け
る

時
間
外
労
働
時
間
数
十
休
日
労
働
時
間

数
が
１
カ
月
当
た
り
の
平
均
で
８０
時
間

以
内
で
あ
る
こ
と

（労
基
法
３６
条
６
項

２
号

。
３
日し
、
と
す
る
規
制
も
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
絶
対
的
上
限
規
制
は
、
特
別
条

項
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
六
協
定

に
お
い
て
原
則
的
な
限
度
時
間
を
定
め

た
場
合
で
も
道
守
し
な
け
れ
ば
罰
則
が

適
用
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
三
六

協
定
に
お
い
て
適
法
な
限
度
時
間
を
定

め
た
事
業
所
で
あ
っ
て
も
そ
れ
で
安
心
す

る
こ
と
な
く
、
従
来
に
増
し
て
き
め
細
か

な
労
働
時
間
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。


